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研究成果の概要（和文）：本研究では、視覚能力レベルごとに迷いやすい地点（迷い点）を特定し、その発生特性から
「空間の分かりやすさ」を評価する方法を明らかにすることを目的とした。居住福祉施設のアンケート調査（ランダム
抽出1000施設）結果から特徴的な５施設を選定して詳細な訪問調査を行った。ただし当初予定の居住者行動観察調査は
プライバシー制約からみおくり、物的空間分析による「迷い点」特定手法の検討を進めた。その結果、（１）迷い点の
特定のための「アクセス負荷量」を開発した。（２）アクセス負荷量は施設の規模（延べ床面積）との関係性が認めら
れず、平面形との関係性があることが明らかとなった。

研究成果の概要（英文）：This study aims to make clear the evaluation method of spatial legibility based on
 Lost-Point concerning to level of visual ability as a case study of elderly welfare housing. We made ques
tionnaire survey to 1000 facilities and visiting detailed observation in 5 facilities. However, the survey
 was including no behavior observation. because of consideration for elderly's privacy. Finding as follows
. 1) Scale to measure the spatial accessibility concerning to visual ability level was developed. 2) The s
patial accessibility has difference between floor plan types without floor area size
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１．研究開始当初の背景 
 高齢者・障害者が自立して移動し、主体的
に生活する上で「空間のわかりやすさ」は極
めて重要な要件となっている。特に視覚・認
知能力の低下した高齢者や障害者の「迷い行
動」は転倒や失禁などの要因となるため自立
行動を制約し、結果的に身体機能が低下する
「負のサイクル」が形成される。 
 
２．研究の目的 
 本研究では、2000年の介護保険制度以降、
急速に整備された老人ホーム、グループホー
ム、高専賃などの約 2万施設の居住福祉施設
に着目し、それらの多種多様な施設環境にお
いて、空間の分かりやすさを向上させる手段
として、視覚能力レベルごとに迷いやすい地
点（以下、迷い点）を特定し、その発生特性
から「空間の分かりやすさ」を評価する方法
を明らかにする。 
 
３．研究の方法 
 アンケートによる「迷い行動」の実態調査
（初年度）、訪問ヒアリングによる「迷い行
動」の実態調査（2年度、3年度）、および調
査データの分析（2年度、3年度）を進め、「空
間の分かりやすさ」を評価する方法を検討し
た。1年目（2011 年度）は、アンケートによ
る「迷い行動」の実態調査として、全国の居
住福祉施設（有料老人ホーム）から 1000 施
設をランダムに選出し、郵送アンケートによ
って実態を調査した。273 施設からの回答を
得た。①共用空間の概要（広さ、機能など）
と利用度（人数と頻度、時間）、②迷い行動
の発生頻度と発生状況（その際の目的）、③
転倒事故の発生頻度と発生状況（その際の目
的）について調査した。２年目（2012 年度）
は、訪問ヒアリングによる「迷い行動」の実
態調査として、アンケート結果から代表的な
20 施設選出し、共用空間における「迷い行動」
の実態を訪問ヒアリング調査によって行っ
た。主な調査項目は、①迷い行動の発生頻度、
②迷い行動の発生場所（迷い点）、③迷い行
動への対処方法である。３年目（2013 年度）
は、有料老人福祉施設の共用空間の詳細な実
態調査を実施した。具体的には、共用空間が
豊かな代表的な施設5施設をピックアップし、
そこでの①共用空間の活用状況および②平
面構成、③広さ、④家具配置、⑤色彩計画な
ど空間の分かりやすさに係わる物的要素に
ついて詳細に記録した。それと平行して、施
設管理者に対して運営方針や運営状況など
についてヒアリング調査を実施した。なお、
施設の居住者に対する調査については、居住
者のプライバシーの問題、運営管理上の問題
から協力をえることができなかった。 
 
４．研究成果 
 全国の有料老人ホームへのアンケート調
査、現地調査および詳細現地にもとづき、迷
い点の観点から「空間の分かりやすさ」を評

価する方法を検討した。以下が明らかになっ
た。 
（1） 居住する高齢者の多くが重度である有
料老人ホームの場合、共用空間の利用が
少なく、その結果、迷い行動や転倒事故
が顕在化していない実態がある。 

（2） 転倒事故についての意識が高い反面、迷
いについての意識の低さがあった。迷い
によって、利用の低下や事故の誘因など
の関係性の分析が必要であることが分
かった。 

（3） 共用空間は施設の管理方針によって、そ
の状況が異なる。 

（4） 居住型有料老人ホームと介護型有料老
人ホームとでは、共用空間を異なって整
備する例が多かった。 

（5） 特に住居型有料老人ホームの共用空間
が多様で豊かな例が多かったもの、介護
型有料老人ホームでも広い共用空間の
中に多様な家具配置や多彩なインテリ
ア計画がなされたケースもあった。 

（6） 共用空間の機能として、共用のホール、
食堂、レクリエーション室、家族室など
多様な工夫が凝らされていた。 

（7） 廊下の長さやアルコーブの配置方法な
ど施設によってまちまちで、一定の基準
やルールに基づくものでない。 

（8） 迷い点の特定のための視覚能力レベル
に対応する「アクセス負荷量」を開発し
た。 

（9） 介護型と住宅型、施設の規模（延べ床面
積）はアクセス負荷量の間には関係性が
認められない。 

（10） 平面形のコア型とクラスター型は
アクセス負荷量が小さい傾向にあり、ダ
ブルコリドール型・ループ型は他の室と
の経路のアクセス負荷量の差が大きく
なる傾向にある。 

（11） アクセス負荷量の変化から迷い点
を特定する方法を検討した。今回の「ア
クセス負荷量」に空間のわかりやすさに
関わる「開口の大きさ」、「廊下幅」、「見
通し」や「視認距離」を組み入れた指標
化が今後の課題である。 

（12） なお、有料老人ホームを調査対象と
するため、居住者に対するプライバシー
の尊重が求められており、結果として調
査上の制約があった。居住者への直接ヒ
アリングや行動観察調査は今年度見送
られた。調査結果を精査の上、調査対象
施設を絞って居住者調査を行うか、ＣＧ
を活用した疑似空間上でのシミュレー
ションを行うかなど、検討課題をのこし
ている。 
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